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サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

本
質
的
危
機
を
露
呈
さ
せ
る
か

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と

̶

第
二
幕
に
入
っ
た
二
一
世
紀
の
価
格
革
命

金
融
資
産
肥
大
化
は
擬
似
貨
幣
創
造
の
プ
ロ
セ
ス

一
九
九
五
年
に
資
本
が
国
家
を
超
越
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義

が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
い
わ
ば
、
一
六
〇
〇
年
「
英
東
イ
ン
ド

会
社
」
以
来
の
資
本
主
義
を
あ
え
て
一
括
り
で
表
現
す
れ
ば
、
資
本

と
国
家
が
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
が
基
本
原
理
で
あ
っ
た
。

一
九
九
五
年
に
ル
ー
ビ
ン
米
財
務
長
官（
当
時
）
が「
強
い
ド
ル
は

国
益
」
を
標
榜
し
、
資
本
が
自
由
に
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、世
界
規
模
で
金
融
経
済
の
肥
大
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。
ま
さ

特
集
●
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
終
焉
か

●

1
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と̶

第
二
幕
に
入
っ
た
二
一
世
紀
の
価
格
革
命

●

2
二
一
世
紀
の
利
子
率
革
命̶

資
本
と
国
家
が
一
体
化
し
た
資
本
主
義
の
危
機

●

3
民
主
主
義
の
危
機

経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
一
〇
年
強
た
っ
た
。
こ
の
一
〇
年
は
資
産
バ
ブ
ル
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
が
、
意
味
も
な
く
起
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
先
進
国
一
〇
億
人
経
済
がBRICs

二
八
億
人
経
済
と
統
一
す
る
過
程
で
、
新
し
い
価
格
体
系
に
移

行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
産
バ
ブ
ル
と
こ
れ
か
ら
起
き
る
で
あ
ろ
う
資
源
・
食
料
価
格
の
高
騰
は
、
ま
さ
に
一
六
世
紀
の
「
価
格
革
命
」

に
匹
敵
す
る
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は
二
一
世
紀
「
価
格
革
命
」の
第
一
幕（
金
融
資
産
価
値
増
大
）か
ら
第
二
幕（
資
源
・
食
料
獲
得

競
争
）に
入
っ
た
こ
と
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

三
菱
U
F
J
証
券
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

水
野
和
夫
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に
、バ
ー
ナ
ン
キ
米
連
銀
議
長
が
い
う
「
犬
の
尻
尾
（
金
融
経
済
）
が

頭（
実
体
経
済
）
を
振
り
回
す
」
時
代
に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
一
九

九
七
年
の
ア
ジ
ア
危
機
、翌
九
八
年
の
ロ
シ
ア
危
機
と
米
大
手
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
L
T
C
M
破
綻
、
二
〇
〇
〇
年
の
イ
ン
テ
ル
・
シ
ョ
ッ

ク
に
端
を
発
す
る
ネ
ッ
ト
バ
ブ
ル
崩
壊
、そ
し
て
〇
七
年
年
央
の
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
シ
ョ
ッ
ク
と
、
金
融
・
資
本
市
場
の
激
震
が
原
因
で
実

体
経
済
は
不
況
に
陥
っ
て
い
る
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
の
あ
と
、〇
八
年
に
入
る
と
W
T
I
先
物
価

格
が
一
バ
レ
ル=

一
〇
〇
ド
ル
を
突
破
す
る
な
ど
、資
源
や
食
料
価

格
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
て
い
る
。
農
産
物
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
い

C
R
B
先
物
指
数
は
、〇
六
年
夏
に
米
中
古
住
宅
価
格
が
下
落
に
転

じ
た
と
き
、ち
ょ
う
ど
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
一
九
八
〇
年
一
一
月
の

過
去
最
高
値
を
更
新
し
、そ
の
後
も
上
昇
が
続
い
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
主
義
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
生
じ
て
い
る
こ
の
バ
ブ

ル
、す
な
わ
ち
九
七
年
ア
ジ
ア
危
機
か
ら
〇
七
年
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危

機
ま
で
の
資
産
バ
ブ
ル
と
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
生
ず
る
資
源
・
食

料
バ
ブ
ル
は
コ
イ
ン
の
裏
表
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
に
資
本
主
義
が
そ
の
性
格
を
一
変
さ
せ
た
ほ
ど
に
変

貌
を
遂
げ
た
と
す
れ
ば
、
中
世
封
建
制
・
荘
園
制
社
会
か
ら
近
代
資

本
主
義
社
会
に
変
わ
っ
て
い
く
一
六
世
紀
に「
価
格
革
命
」が
起
き
た

よ
う
に
、
価
格
体
系
の
断
層
的
な
変
化
が
起
き
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
一
六
世
紀
に
な
る
と
、小
麦
価
格
が
そ
れ
ま
で
に
比
べ
て
六
倍

強
に
上
昇
す
る
な
ど
、人
口
増
に
伴
っ
て
穀
物
価
格
が
衣
類
な
ど
に

比
べ
て「
革
命
」
的
に
高
騰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀「
価
格
革

命
」
が
成
就
す
る
に
は
貨
幣
の
増
大
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
当
時
の

貨
幣
と
は
新
大
陸
、
南
米
か
ら
リ
ス
ク
を
冒
し
て
運
ん
で
き
た
金
、

銀
で
あ
る
。

一
六
世
紀
の
銀
の
大
量
輸
入
に
匹
敵
す
る
一
九
九
五
年
以
降
の
金

融
資
産
価
値
の
急
増
は「
革
命
」的
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
先

進
国
の
株
式
時
価
総
額
（
対
先
進
国
の
名
目
G
D
P
比
）
は
九
〇
年

代
前
半
に
は
五
〇
%
を
挟
ん
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
た
の
で
あ

る
が
、九
〇
年
代
後
半
の
ネ
ッ
ト
バ
ブ
ル
で
大
幅
に
時
価
総
額
は
上

昇
し
た
。
最
も
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
進
ん
で
い
る
米
国
を
例
に
、株

式
時
価
総
額
の
推
移
を
み
る
と
、一
九
九
五
年
前
後
で
断
層
的
に
飛

躍
し
て
い
る
の
で
あ
る（
図
1
）。
ネ
ッ
ト
バ
ブ
ル
崩
壊
で
米
株
式
時

価
総
額
は
〇
二
年
に
一
・
〇
九（
対
G
D
P
比
）
へ
と
大
幅
に
下
が
っ

た
と
は
い
え
、二
〇
世
紀
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
六
八
年
（
〇
・
七
四
）
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
二
一
世
紀
の
ボ
ト
ム
値
の
ほ
う
が
二
〇
世

紀
の
ピ
ー
ク
時
よ
り
も
高
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、九
五
年
か
ら
〇
七
年
に
至
る
金
融
資
産
の
増
加
は

擬
似
貨
幣
の
供
給
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
式
交
換
で
企
業
買

収
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、株
式
は
貨
幣
と
な
っ
た
。
株
価

が
ネ
ッ
ト
バ
ブ
ル
崩
壊
で
値
下
が
り
す
る
と
、次
に
住
宅
ロ
ー
ン
を

証
券
化
し
た
。
さ
ら
に
二
次
証
券
化
す
る
こ
と
で
債
務
担
保
証
券
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き
ず
、
新
し
い
価
格
体
系
へ
の
移
行
が
起
き
る
。
そ
れ
が
「
価
格
革

命
」で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
貨
幣
が
飛
躍
的
に
増
加
し
な
け
れ
ば
、
膨
大
な

資
源
・
食
料
の
需
要
増
と
価
格
高
騰
に
対
応
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

一
六
世
紀
の
「
価
格
革
命
」
は
、旧
世
界
で
あ
る
地
中
海
世
界
（
ス
ペ

イ
ン
、イ
タ
リ
ア
、エ
ジ
プ
ト
な
ど
）
三
〇
〇
〇
万
人
に
対
し
て
、新

た
に
勃
興
し
た
資
本
主
義
世
界
（
英
蘭
仏
独
、
そ
し
て
食
料
供
給
基

地
と
し
て
の
東
欧
）
五
七
〇
〇
万
人
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
で
「
革

命
」
的
な
価
格
高
騰
が
起
き
た
の
で
あ
っ
た（
図
2
）。
二
一
世
紀
の

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
台
頭
は
一
六
世
紀
に
お
き
た
歴
史
の
断
絶

と
同
様
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は「
鉄
道
と
運
河
の
時
代
」で
あ
る
一
九
世
紀
半
ば

に
も
起
き
、そ
れ
が
も
と
で
一
九
世
紀
後
半
の
英
国
は「
大
不
況
」
に

陥
っ
た
が
、そ
れ
と
今
回
を
比
較
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
二

〇
世
紀
前
半
の
米
「
大
恐
慌
」
と
の
比
較
も
同
様
で
あ
る
。
一
九
世

紀
、二
〇
世
紀
の
不
況
は
た
し
か
に
深
刻
で
あ
っ
た
が
、先
進
国（
英

米
な
ど
）
経
済
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
る
新
興
国（
日
独
伊
）
の
ほ
う

が
人
口
が
少
な
い
か
ら
、既
存
の
先
進
国
経
済
の
シ
ス
テ
ム
が
変
更

を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、一
六
世
紀

と
二
一
世
紀
に
起
き
た
断
絶
は
、旧
勢
力
と
新
興
国
の
力
関
係
が
逆

転
し
て
い
る
の
で
、旧
シ
ス
テ
ム
が
有
す
る
価
格
体
系
で
は
こ
う
し

た
事
態
に
は
対
処
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

図１　米国の株式時価総額対ＧＤＰ比率の推移

（注） 1．株式時価総額は年末値　2．��取引所と ������の合計
（出所）��証券取引所『���������』、米商務省『����������������������』、 『�����������

�������������������������������』 （アメリカ合衆国歴史統計）
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（
C
D
O
）を
組
成
し
、レ
バ
レ
ッ
ジ
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
は
人
口
一
〇
億
人（
〇
七
年
）を
有
す
る

先
進
国
経
済
で
営
ま
れ
て
い
た
資
本
主
義
が
、
人
口
二
八
億
人
の

B
R

IC
s

と
一
体
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
後
者
の
人
口
が
圧
倒

的
に
多
い
か
ら
、前
者
の
シ
ス
テ
ム
が
後
者
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で



23●サブプライム危機がグローバル経済の本質的危機を露呈させるか

ム
危
機
が
お
き
た
。
一
九
九
五
年
に
六
三
兆
ド
ル
だ
っ
た
世
界
の
金

融
資
産（
世
界
の
株
式
時
価
総
額
、債
券
発
行
額
、そ
し
て
預
金
の
合

計
）
が
〇
六
年
に
一
五
二
兆
ド
ル
へ
と
お
よ
そ
九
〇
兆
ド
ル
増
加

し
、擬
似
貨
幣
が
十
分
供
給
さ
れ
た
時
点
で
危
機
が
起
き
た
の
で
あ

る
。
世
界
の
名
目
G
D
P
比
で
比
較
す
る
と
、世
界
金
融
資
産
は
一

九
九
五
年
に
二
・
一
倍
だ
っ
た
の
が
、二
〇
〇
六
年
に
は
三
・
二
倍
に

膨
ら
ん
だ
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
で
仮
に
今
後
増
加
額
の
三
割
を
失

う
と
し
て
も
、六
〇
兆
ド
ル
の
マ
ネ
ー
の
大
半
が
金
融
資
産
市
場
に

止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
こ
れ
が
、高
騰
す
る
資
源
、食
料
市

場
に
流
入
し
て
、新
し
い
価
格
体
系
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

擬
似
貨
幣
の
増
加
、す
な
わ
ち
金
融
資
産
市
場
の
膨
張
が
二
一
世

紀
「
価
格
革
命
」
の
第
一
幕
な
ら
、今
後
起
き
る
で
あ
ろ
う
資
源
・
食

料
価
格
の
高
騰
が
第
二
幕
で
あ
る
。
資
源
の
代
表
で
あ
る
原
油
価
格

（
W
T
I
先
物
価
格
）は
〇
八
年
一
月
に
一
バ
レ
ル=

一
〇
〇
ド
ル
を

超
え
、
イ
ン
フ
レ
調
整
後
の
実
質
価
格
（
一
九
六
〇
年
米
消
費
者
物

価
で
実
質
化
）
換
算
す
る
と
、一
四
・
三
ド
ル
に
な
る
。
一
九
七
〇
年

代
二
度
の
石
油
危
機
で
付
け
た
最
高
値
一
四
・
一
ド
ル
を
、
よ
う
や

く
二
七
年
ぶ
り
に
更
新
し
、先
進
国
の
価
格
体
系
と
比
べ
て
割
安
に

放
置
さ
れ
て
き
た
水
準
か
ら
脱
し
た
。
二
〇
世
紀
が
石
油
の
時
代
と

す
れ
ば
、
実
質
石
油
価
格
は
こ
の
一
〇
〇
年
で
六
・
二
倍
と
な
り
、

ち
ょ
う
ど
先
進
国
の
実
質
G
D
P
の
増
加
に
追
い
つ
い
た
に
す
ぎ

な
い
。
二
一
世
紀
は
新
し
い
価
格
体
系
へ
の
移
行
時
代
で
あ
る
と
位

図２　イギリスの消費者物価

�������

�����

����

���
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�������������������������������������������������������������������������������

（対数表示）

資本主義と
近代主権国家の誕生
（資本と国家の結婚）

(�������平均＝���）

封建制
システムの危機
（デフレ） 実質賃金

労働者の黄金時代 労働者の黄金時代

（注）����年以降����の統計に接続
(出所）Ｂ・Ｒ・ミッチェル『イギリス歴史統計』『マクミラン世界歴史統計』、����『����������������』

資本と国家の離婚
 

価
格
革
命
の
第
一
幕
か
ら
ニ
幕
へ

資
本
が
国
家
を
超
越
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
、資
本
と
国

家
が
一
体
化
し
た
資
本
主
義
に
と
っ
て
変
わ
る
過
程
で
サ
ブ
プ
ラ
イ
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置
づ
け
る
な
ら
ば
、後
半
戦
の
資
源
・
食
料
の
「
価
格
革
命
」
が
よ
う

や
く
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
一
〇
年
間
が
擬
似
貨
幣
を
創
造
す
る
時
代
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は
資
源
価
格
高
騰
の
時
代
へ
の
橋
渡
し
と

な
る
。
貨
幣
交
換
方
程
式
、M

v=
pT

で
表
せ
ば
、一
六
世
紀
と
同
様

に
左
辺
の
M
で
あ
る
貨
幣
が
十
分
増
え
て
、次
に
、右
辺
の
p
で
あ

る
資
源
・
食
料
価
格
が「
革
命
」的
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

日
本
の
失
敗

九
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
政
府
の
主
張
は
、マ
ネ
ー

サ
プ
ラ
イ
が
増
え
な
い
か
ら
デ
フ
レ
が
続
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、金
融
技
術
革
新
が
進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
い

て
、マ
ネ
ー
は
な
に
も
伝
統
的
な
預
金
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
の
金

融
資
産
一
五
二
兆
ド
ル
の
な
か
で
、預
金
は
四
一
兆
ド
ル
で
金
融
資

産
に
占
め
る
割
合
は
二
七
%
と
、一
九
九
五
年
の
三
〇
%
か
ら
シ
ェ

ア
を
落
と
し
て
い
る
。
資
源
獲
得
競
争
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
と
き

に
、
日
本
は
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
実
体
経
済
を
重
視

し
て
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
増
や
そ
う
と
し
た
が
、そ
れ
は
二
重
の
意

味
で
失
敗
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
は
、金
融
経
済
が
実
体
経
済
を
支

配
し
つ
つ
あ
る
の
に
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
名
目

G
D
P
が
増
加
す
る
と
考
え
て
、
金
融
経
済
を
軽
視
し
て
、
あ
ま
り

に
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
フ
レ
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
。

実
体
経
済
に
働
き
か
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

欧
米
は
貨
幣
化
し
た
株
式
や
債
券
で
マ
ネ
ー
を
増
や
し
て
い
た
の

に
、
日
本
は
狭
義
の
マ
ネ
ー
、
す
な
わ
ち
預
金
を
増
や
そ
う
と
し
て

量
的
緩
和
政
策
と
円
安
政
策
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

貨
幣
量
増
大
競
争
に
敗
れ
る
と
、「
価
格
革
命
」第
二
幕
の
資
源
・
食

料
獲
得
競
争
に
お
い
て
決
定
的
に
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
る
。
す
で
に
日
本
勢
が
マ
グ
ロ
の
せ
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
な

ど
に
負
け
て
い
る
の
は
特
殊
な
例
で
は
な
く
、今
後
起
き
る
こ
と
の

前
触
れ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
世
界
の
金
融
資
産
の
な
か
で
、最

も
構
成
比
が
増
え
て
い
る
株
式
時
価
総
額
の
増
加
シ
ェ
ア
を
国
別
で
比

較
す
る
と
、日
本
が
敗
者
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

世
界
の
株
式
時
価
総
額
を
九
四
年
と
〇
六
年
と
で
比
較
す
る
と
、

最
も
増
加
シ
ェ
ア
を
高
め
た
の
は
、
三
九
・
二
%
の
米
国
で
あ
り
、

第
二
位
は
一
八
・
〇
%
の
E
U
一
二
ヶ
国
で
あ
る
。
第
三
位
は
七
・

九
%
の
中
国
（
香
港
、
台
湾
の
三
ヶ
国
計
）
で
あ
り
、
日
本
は
三
・
二

%
と
他
国
と
比
べ
て
見
劣
り
し
て
い
る
（
図
3
）。
貨
幣
量
増
大
に

失
敗
し
た
日
本
に
残
さ
れ
た
手
段
は
「
円
高
は
国
益
」
政
策
で
あ
る
。

円
高
で
高
騰
す
る
資
源
を
安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
円
の
実

質
実
効
レ
ー
ト
は
一
九
八
五
年
一
〇
月
と
同
じ
水
準
に
ま
で
安
く

な
っ
て
い
る
。
当
時
の
円
は
一
ド
ル
二
一
一
円
だ
っ
た
か
ら
、円
高

の
余
地
は
十
分
あ
る
。
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も
う
一
つ
の
手
段
は
資
源
・
食
料
を
購
入
す
る
手
段
と
し
て
日
本
の

外
貨
準
備
を
一
部
移
管
し
て
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
（
S
W
F
）
を
創
設
す

る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
外
貨
準
備
を
九
九
六
〇
億
ド
ル
保
有
し
て

い
る
（
〇
八
年
一
月
）。
外
貨
準
備
の
多
寡
は
本
来
輸
入
金
額
と
比
べ

る
べ
き
で
あ
っ
て
、
日
本
の
場
合
年
間
輸
入
額
の
一
・
五
三
倍
に
達

し
、
S
W
F
を
も
つ
中
国
の
一・
五
二
倍
と
同
水
準
で
あ
る
。
同
じ
先

進
国
と
比
べ
る
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
〇・
九
倍
、韓
国
の
〇・
八
倍
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
〇・六
倍
に
対
し
て
、日
本
は
突
出
し
て
高
い
の
で
あ
る
。

二
一
世
紀
の
利
子
率
革
命

̶

資
本
と
国
家
が
一
体
化
し
た
資
本
主
義
の
危
機

 

「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」の
次
に
起
き
る「
利
子
率
革
命
」

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
へ
と
シ
ス
テ
ム
変
更
が
起
き
る
背
景
は
、

利
潤
率
の
趨
勢
的
な
低
下
に
あ
る
。
国
債
利
回
り
は
利
潤
率
の
代
理

変
数
で
あ
る
。
金
利
の
歴
史
は
世
界
シ
ス
テ
ム
変
遷
の
歴
史
で
も
あ

る
。
経
済
大
国
の
金
利
が
い
つ
の
時
代
も
利
潤
の
下
限
を
表
し
て
い

る
。
利
潤
率
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
は
、そ
の
シ
ス
テ
ム
が
成
功

し
た
証
で
も
あ
り
、歴
史
的
超
低
金
利
が
一
〇
年
を
超
え
て
長
期
化

す
る
と
、そ
の
シ
ス
テ
ム
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。
一
〇
年
と
い
う
の
は
一
つ
の
投
資
の
回
収
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。

利
潤
率
が
低
下
す
る
の
は
、そ
の
背
後
で
賃
金
水
準
が
上
昇
し
て

図３　世界の株式時価総額の増加シェア（����年→����年）

注）� ��年の世界株式時価総額は����兆ドル、����年末は����兆ドル
� 欧州のうち、ユーロ加盟国（��ヶ国）の増加シェアは�����、英国
����

� 中国、インドのなかには、香港、台湾を含む
� 資源国は、ブラジル、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、南
アの�ヶ国

（出所）������������������������������

欧州� �����

日本　����� その他　���％

資源国� �����

中国・インド　������
米国� ������

い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の「
価
格
革
命
」は
中
世
荘
園
制
社
会

で
生
じ
た「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」（
F
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
）
に
終
止
符
を

打
っ
た
。
中
世
の「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」は
一
四
世
紀
初
頭
か
ら
一

五
世
紀
後
半
に
か
け
て
一
六
〇
年
続
き
、実
質
賃
金
が
趨
勢
的
に
上

昇
し
た
（
図
2
）。
そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
実
質
賃
金
が
上
昇
し
た

の
が
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
二
〇
世
紀
末
に
か
け
て
の
一
七
〇
年
間
で

あ
っ
た
。
年
間
上
昇
率
で
比
較
す
る
と
、
中
世
黄
金
時
代
は
〇
・
九

%
増
で
、近
代
の
そ
れ
は
一
・
一
%
増
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
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「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
、次
に
「
利
子
率

革
命
」（
C
・
チ
ポ
ラ
）が
起
き
る
。
付
加
価
値
の
分
配
が
労
働
サ
イ
ド

に
偏
重
し
、資
本
の
リ
タ
ー
ン
が
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
七
世

紀
初
頭
に
イ
タ
リ
ア
・
ジ
ェ
ノ
バ
を
先
頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
利
が

一
斉
に
低
下
し
、そ
れ
ま
で
一
四
世
紀
間
に
わ
た
っ
て
古
代
ロ
ー
マ

帝
国
が
記
録
保
持
し
て
い
た
史
上
最
低
金
利
四
・
〇
%
を
つ
い
に
更

新
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
中
の
金
・
銀
が
銀
行
制
度
を
発
明
し
た
イ

タ
リ
ア
・
ジ
ェ
ノ
バ
に
集
ま
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
で
は
投
資
先
に
困
る

ほ
ど
の
カ
ネ
余
り
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
八
月
、日
本
の
長
期
金
利
が
そ
れ
ま
で
の
史
上
最
低

記
録
で
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
一
・
一
二
五
%
（
一
六
一
九
年
）を
更
新

し
て
、〇
三
年
に
は
〇
・
四
三
%
へ
と
低
下
し
た
（
図
4
）。
日
本
の

一
〇
年
国
債
利
回
り
は
一
〇
年
と
半
年
が
経
過
し
た
。
〇
八
年
九
月

ま
で
続
け
ば
、一
二
年
目
に
入
り
、イ
タ
リ
ア
の
一
一
年（
一
六
一
一

年
〜
一
六
二
一
年
）
を
上
回
る
金
利
の
歴
史
上
、最
長
記
録
と
な
る
。

日
本
の
カ
ネ
余
り
は
経
常
黒
字
の
累
積
の
結
果
で
あ
る
。
日
本
は
近

代
の
象
徴
で
あ
る
自
動
車
と
半
導
体
で
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
世
界
一
の
生
産
量
を
ほ
こ
り
、輸
出
増
で
対
外
純
資
産

が
二
一
五
兆
円
（
〇
六
年
末
）
と
世
界
第
二
位
の
ド
イ
ツ
（
八
八
兆

円
）を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

現
在
の
金
利
の
低
下
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、世
界
的
現
象
で
あ
る

か
ら
、低
利
潤
は
先
進
国
共
通
の
悩
み
で
あ
る
。「
略
奪
的
行
為
」
と

図４　経済大国の金利

（出所）SIDNEY HOMER『AHistory of Interest Rates』、日銀『経済統計月報』
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非
難
さ
れ
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
は
、資
本
と
国
家
が
一
体
化
し

た
資
本
主
義
が
低
利
潤
率
に
陥
り
、そ
れ
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
結

果
、起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
利
子
率
革
命
」は
利
子
率
が
過
去
最
低
記
録
を
更
新
す
る
直
前
に

金
利
が
急
騰
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
金
利
の
急
騰
は
そ
れ
ま
で
の

シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
米
英
の
金
利
急
騰
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
り
、石
油

価
格
高
騰
で
、資
本
と
国
家
が
一
体
化
し
た
資
本
主
義
が
持
っ
て
い

た
イ
ン
フ
レ
体
質
の
限
界
が
露
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
半
ば
の
イ
タ
リ
ア
金
利
急
騰
は
、中
世
的
帝
国
を
目
指

し
て
対
外
膨
張
政
策
を
と
っ
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
・
世
界
帝
国
の
皇
帝

カ
ー
ル
五
世
が
財
政
破
綻
で
躓
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
金
利

の
歴
史
的
高
騰
と
そ
の
後
の
歴
史
的
超
低
金
利
水
準
へ
の
移
行
過
程

に
お
け
る
「
革
命
」
的
な
カ
ネ
余
り
現
象
に
お
い
て
し
か
、「
価
格
革

命
」は
起
き
な
い
の
で
あ
る
。

 

賃
金
デ
フ
レ
と
資
源
イ
ン
フ
レ

二
一
世
紀「
価
格
革
命
」の
第
一
幕
は
擬
似
貨
幣
の
創
出
で
あ
っ
た

が
、同
時
に
賃
金
の「
デ
フ
レ
革
命
」
で
も
あ
っ
た
。
イ
ン
フ
レ
ス
ラ

イ
ド
制
で
決
ま
る
賃
金
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
一
旦
壊
す
に
は
、デ
フ

レ
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
金
利
が
史
上
最
低
利
回
り
を
更
新

し
た
同
じ
年
二
〇
〇
三
年
に「
春
闘
」が
終
焉
し
た
こ
と
で
二
〇
世
紀

の「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
世
荘
園
制
社
会
、そ
し
て
資
本
と
国
家
が
一
体
化
し
た
資
本
主

義
社
会
と
も
に
、「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と

は
、非
常
に
良
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
時
代
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
き
、「
労
働
者
の
黄
金
時
代
」

が
実
現
し
て
労
働
分
配
率
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
、経
済
が
成

熟
化
し
て
成
長
率
が
低
下
す
る
と
、と
た
ん
に
支
配
者
層
の
利
潤
率

が
低
下
す
る
。
再
投
資
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
無
く
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、支
配
階
層
は
シ
ス
テ
ム
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

の
で
あ
る
。
デ
フ
レ
を
利
用
し
て
賃
金
を
抑
制
、な
い
し
引
き
下
げ

る
こ
と
で
、
利
潤
率
の
回
復
を
図
る
。
同
時
に
、
超
低
金
利
政
策
を

長
期
化
さ
せ
る
こ
と
で
、資
産
価
格
が
高
騰
し
や
す
い
環
境
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
。
資
産
価
格
高
騰
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
国
境
を
越
え
た

マ
ネ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
あ
り
、そ
れ
に
は
国
際
資
本
の
完
全

移
動
性
が
不
可
欠
と
な
る
。
一
九
九
五
年
の「
強
い
ド
ル
」宣
言
は
そ

れ
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ

ン
・
ホ
リ
オ
カ
テ
ス
ト
で
確
認
す
る
と
、
一
九
九
五
年
に
国
際
資
本

の
完
全
移
動
性
が
実
現
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

具
体
的
な
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
を
追
い
か
け
る
と
、擬
似
貨
幣
創
出
の

過
程
が
見
え
て
く
る
。
米
国
と
欧
州
の
間
で
、基
本
的
に
マ
ネ
ー
が

行
き
来
し
て
い
る
。
住
宅
バ
ブ
ル
の
ピ
ー
ク
時
で
あ
る
二
〇
〇
六
年
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に
な
る
と
、
欧
米
間
の
マ
ネ
ー
の
や
り
取
り
で
は
不
足
が
生
じ
、
オ

イ
ル
ダ
ラ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
の
な
い
と
こ
ろ

に
、
富
は
生
ま
れ
な
い
。
日
本
は
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
は
世
界
の
金
融
資
産
増
加
競
争
に
参
加
す

る
こ
と
な
く
、敗
れ
て
し
ま
っ
た
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
を
対
岸
の
火
事
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
よ
う

で
は
、金
融
資
産
獲
得
競
争
が
世
界
で
起
き
て
い
る
と
い
う
認
識
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
持
つ
本
質
が
見

え
て
い
な
い
証
拠
で
あ
る
。

民
主
主
義
の
危
機

 

先
進
国
に
お
け
る
中
産
階
級
没
落
の
危
機

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は
、資
本
と
国
家
が
一
体
化
し
た
資
本
主
義

に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
あ
る
。
そ
の
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
を
政
治

面
か
ら
支
え
る
主
権
国
家
の
中
核
を
な
す
中
産
階
級
が
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
危
機
で
最
大
の
被
害
者
と
な
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
米

国
に
お
け
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
利
用
者
は
年
収
で
い
え
ば
、二

万
五
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
が
多
く
、
全
米
世
帯
の
四
割
弱
を
占
め
る
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
段
階
で
、元
利
返
済
に
年
収
の
五

割
以
上
を
充
て
る
の
だ
か
ら
、二
年
間
の
超
低
金
利
優
遇
期
間
が
終

わ
っ
て
金
利
改
定
に
な
れ
ば
、破
綻
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

二
一
世
紀
の「
価
格
革
命
」第
一
幕（
賃
金
デ
フ
レ
革
命
）が
起
き
た

こ
と
で
、
先
進
国
で
は
景
気
が
回
復
し
て
も
賃
金
は
上
が
ら
な
く

な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
一
人
当
た
り
賃
金
は
製
造
業
・
大
企

業（
五
〇
〇
人
以
上
）
で
一
九
九
九
年
か
ら
上
昇
に
転
じ
、〇
七
年
時

点
で
八
%
上
昇
し
て
い
る
が
、
中
小
企
業
・
非
製
造
業
（
五
〜
二
九

人
）
の
そ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
〇
七
年
時
点
で
一
〇
・
七

%
も
下
落
し
て
い
る
。
し
か
も
、雇
用
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
六

割
と
圧
倒
的
に
高
い
。
米
国
で
も
事
情
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
米
中
産
階
級
は
住
宅
と
い
う
資
産
を
手
放
な
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
、資
産
形
成
が
で
き
な
く
な
る
。

加
え
て
、「
価
格
革
命
」
第
二
幕
に
入
る
と
、ガ
ソ
リ
ン
や
日
用
雑

貨
品
の
値
上
が
り
が
起
き
る
。
賃
金
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
低
所
得

者
層
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、

益
々
生
活
水
準
が
下
落
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
消
費
者
物
価
指

数
に
よ
れ
ば
、そ
の
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
年
九
回
以
上
購

入
す
る
品
目
の
物
価
は
〇
七
年
一
二
月
で
二
・
四
%
増
（
前
年
同
月

比
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、年
間
購
入
頻
度
が
〇
・
五
回
未
満
と
な
る

と
、〇
・
六
%
減（
同
）で
あ
る
。

日
銀
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
物
価
上
昇
率
は
〇
〜
二
%
の
間
だ

か
ら
、
日
用
雑
貨
品
の
世
界
で
は
す
で
に
イ
ン
フ
レ
が
起
き
て
い

る
。
素
材
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
の
現
象
で
は
な
い

か
ら
、こ
う
し
た
物
価
の
二
極
化
は
世
界
的
に
起
き
て
い
る
と
判
断
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
〇
・
五
回
未
満
の
購
入
頻
度
に
該
当
す
る

も
の
と
は
、薄
型
T
V
と
か
デ
ジ
カ
メ
、自
動
車
な
ど
高
額
品
な
の

で
あ
る
か
ら
、富
裕
層
は
益
々
有
利
に
な
る
。

一
六
世
紀
の「
価
格
革
命
」
に
お
い
て
も
、イ
タ
リ
ア
や
英
国
の
実

質
賃
金
は
五
〇
%
も
下
落
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
家
（
当
時

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
）
に
資
本
が
蓄
積
さ
れ
て
、
産
業
革
命
の
さ
い

に
設
備
資
金
の
原
資
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 「
二
一
世
紀
の
危
機
」は
実
在
し
た
か
?

一
方
、グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
と
っ
て
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は

既
定
の
路
線
で
あ
る
と
し
て
も
、一
歩
対
応
を
誤
れ
ば
大
き
な
危
機

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
住
宅
価
格
が
予
想
を
越
え
て
下
落
す
れ

ば
、
金
融
機
関
の
株
主
資
本
を
大
き
く
毀
損
し
、
信
用
収
縮
が
大
規

模
に
起
き
れ
ば
、こ
の
一
〇
年
で
蓄
積
し
た
金
融
資
産
の
相
当
部
分

を
失
い
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

国
境
を
越
え
て
動
く
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
と
っ
て
、最
大
の
顧
客

は
先
進
国
で
は
巨
額
の
金
融
資
産
を
保
有
す
る
富
裕
層
で
あ
り
、途

上
国
に
お
い
て
は
こ
れ
か
ら
台
頭
す
る
中
産
階
級
で
あ
る
。
先
進
国

の
中
産
階
級
は
没
落
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
。
資
本
と
国
家
が
一
体
化
し
た
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、国
家

が
国
民
を
均
質
的
に
豊
か
に
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。
一
番
成
功
し

た
の
が
日
本
で
あ
っ
た
。
資
本
と
国
家
が
一
体
化
す
る
資
本
主
義
の
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価
値
の
四
二
%
を
占
め
る
中
小
企
業
・
非
製
造
業
の
一
人
当
た
り
実

質
G
D
P
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
民
主
主
義
を
基
盤
と
す
る
主
権
国
家

シ
ス
テ
ム
と
は
基
本
的
に
は
相
容
れ
ず
、帝
国
シ
ス
テ
ム
と
親
密
性

を
有
す
る
。
中
世
帝
国
シ
ス
テ
ム
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、二
一

世
紀
に
お
い
て
権
威
と
権
力
の
分
離
が
行
わ
れ
、イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

統
一
が
必
要
と
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
逆
的
現
象

で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は
、
国
民
国
家
と
民
主

主
義
の
危
機
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、国
境
を
越
え
て
共
通
に
尊
敬
を

受
け
る
権
威
あ
る
主
体
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
二
一
世
紀
の

「
価
格
革
命
」
が
収
束
を
み
せ
た
と
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
危

機
に
直
面
す
る
可
能
性
が
高
い
。

「『
一
七
世
紀
の
危
機
』は
実
在
し
た
か
?
」と
い
う
論
争
が
二
〇
世

紀
半
ば
に
起
き
た
が
、
同
じ
論
争
が
二
一
世
紀
半
ば
に
「
二
一
世
紀

の
危
機
は
実
在
し
た
か
?
」
を
巡
っ
て
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
歴
史
の
断
絶
が
今
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
か

ら
、二
一
世
紀
の
危
機
は
実
在
し
た
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は
そ
の
象
徴
と
し
て
み
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

み
ず
の
・
か
ず
お

三
菱
U
F
J
証
券
株
式
会
社
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
。
著
書
に
『
人
々
は
な
ぜ
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
本
質

を
見
誤
る
の
か
』『
虚
構
の
景
気
回
復
』な
ど
。

も
と
で
、
英
産
業
革
命
が
成
功
し
た
背
後
で
は
、
イ
ン
ド
の
労
働
者

の
生
活
水
準
が
一
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
下
落
し
た
。
二
〇
世
紀
初

頭
、米
国
が
豊
か
に
な
る
過
程
で
、カ
リ
ブ
海
諸
島
が
貧
し
く
な
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
下
で
は
、こ
う
し
た
こ
と
が
国
境
の
内
側

で
起
き
る
。
二
一
世
紀
価
格
革
命
とB

R
IC

s

の
高
度
成
長
が
同
時
進

行
す
る
こ
と
で
、
先
進
国
、
新
興
国
を
問
わ
ず
、
国
内
で
豊
か
な
層

と
貧
し
い
層
と
に
二
極
分
化
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、国
民
国
家
解
体
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
か
ら
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
は
そ
の
動
き
を
加
速
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
を
極
限
ま
で
突
き
詰
め
て
い
く
と
、最
終
的

に
は
国
民
国
家
、
そ
し
て
民
主
主
義
と
衝
突
す
る
。
国
民
国
家
は
、

没
落
し
て
い
く
中
産
階
級
の
利
害
を
守
る
パ
ワ
ー
も
意
思
も
喪
失
し

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
産
階
級
が
多
数
派
を
占
め
る
国
民
国
家
に
お
い
て
は
、政
策
形

成
過
程
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
収
斂
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

が
、経
済
的
基
盤
が
全
く
異
な
る
富
裕
層
と
貧
困
層
の
間
で
合
意
を

得
る
の
は
容
易
で
な
い
。
す
で
に
経
済
指
標
の
平
均
値
に
多
数
派
は

存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
る
戦
後
最
長
の
景

気
拡
大
が
続
き
、か
つ
潜
在
成
長
率（
一
・
五
〜
二
・
〇
%
）
を
超
え
る

年
平
均
二
・
二
%
成
長
と
見
か
け
上
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
誇
っ

て
は
い
る
が
、産
業
別
で
成
長
率
を
み
る
と
正
規
分
布
に
な
っ
て
い

な
い
。
平
均
値
で
プ
ラ
ス
成
長
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、企
業
付
加




